
主要地方道成田松尾線
成田空港周辺IC （仮称）

0

令和７年１０月１４日

千葉県県土整備部 道路計画課

事前評価

0

事業番号 １
千葉県 県土整備

公共事業評価審議会
令和７年度 第１回



1

目次

１．事業の概要

２．事業の必要性

３．経済的・社会的効果

４．環境に与える影響

５．総合的な評価



１．事業の概要

●成田空港周辺IC（仮称）は、第３滑走路の新設や新貨物地区の整備など「第２の開港プロジェクト」が進む
成田空港へのアクセス強化や空港周辺地域の活性化を図るため、成田空港と圏央道を直結し、
最短でアクセスする新たなインターチェンジを整備するもの。
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■位置図
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１．事業の概要
■計画の概要 ■標準断面図

●事業区間 ： 千葉県山武郡芝山町菱田 ～ 香取郡多古町間倉
●事業延長 ： ３．５ｋｍ

●幅 員 ： １４．５ｍ

●Ｉ Ｃ 形 状 ： トランペット型

●ランプ種別 ： Ａ規格

●設計速度 ： ４０ｋｍ／ｈ

●全体事業費 ： 約１０４億円

うち、千葉県 ７２億円

●事業期間 ： 令和８年度～令和１４年度

●計画交通量 ： １０，４００台／日（令和２２年度）

さんぶぐんしばやままちひしだ かとりぐん た こ まちまぐら

■平面図 ■IC形状イメージ図
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事前評価対象
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多古IC

圏央成田IC

【
（
仮
称
）
滑
走
路
横
断
道
路
】

主
要
地
方
道

成
田
松
尾
線

新空港IC

296

圏央道（事業中）

主要地方道 横芝下総線

2.50 3.50 2.502.50

車
道

車
道

路
肩

中
央
帯

路
肩

14.50

3.50

（主）成田松尾線

（仮称）滑走路横断道路

幅 員 ２０．７５ｍ

道路規格 第３種第２級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

出典：道路構造令の解説と運用 P.524抜粋



２．事業の必要性
（１）上位政策と全体計画との関連
●成田空港周辺IC（仮称）は、印旛ゾーンの交流・連携機能を強化する道路として、「千葉県総合計画
～千葉の未来をともに創る～」（R7）に位置づけている。

●成田空港「エアポートシティ」構想において、ICが位置する複合ゾーンは、圏央道と国際物流拠点等が
連動し、国際的な産業集積・高付加価値農産物輸出が共存する複合産業拠点を形成するとされており、
ICの整備により、圏央道へのアクセスが向上し、経済の活性化や生産性の向上が図られる。
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■成田空港「エアポートシティ」構想■千葉県総合計画（R7）

出典：千葉県総合計画（R7）

出典：成田空港「エアポートシティ」構想



２．事業の必要性
（２）成田空港 第２の開港プロジェクト
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●第３滑走路（Ｃ滑走路）の新設など「成田空港の拡張事業」により、年間発着容量が５０万回まで拡大予定。
旅客数・空港内従業員数が現在の約２倍、貨物取扱量が現在の約１．５倍となり、空港周辺道路の交通需要が
増加。

●『新しい成田空港』構想においては、物流拠点を新貨物地区へ集約することが示されており、新貨物地区と
圏央道を直結し、最短でアクセスすることで物流の効率化を図ることが必要。

●空港周辺地域では、「成田空港の拡張事業」に合わせ、住宅開発や産業用地の整備など、地域づくりが進めら
れており、広域的な連携強化により、定住人口の増加や企業誘致の促進を図るなど、地域の活性化が必要。

■発着回数50万回時に期待される効果

■拡張事業により発着回数年間50万回へ ■『新しい成田空港』構想

出典：成田国際空港株式会社HP

発着回数50万回時に期待される効果

今後

7,500万人
現在

4,000万人旅客数

今後

300万トン
現在

200万トン貨物取扱量

今後

7万人
現在

4万人空港内従業員数

約2倍

約1.5倍

約2倍

発着回数50万回到達時

出典：『新しい成田空港』構想とりまとめ2.0概要

新貨物地区整備により
貨物取扱機能を集約



３．経済的・社会的効果
（１）圏央道へのアクセス向上・国際競争力の強化
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●成田空港は国際貨物の取扱量が全国１位、一方、成田空港にアクセスする高規格道路は東関東自動車道
のみであり、リダンダンシーを欠くとともに、千葉県湾岸地域では慢性的な渋滞が発生。

●圏央道の全線開通により、東京湾アクアラインと圏央道が一体となり、成田空港と羽田空港をつなぐ新たな
連携軸を形成、東海圏・神奈川や東北・北関東など広域的なアクセスが向上。

●成田空港周辺IC(仮称）の整備により、圏央道へのアクセス向上・物流効率化が図られ、国際競争力の強化に
繋がる。

■空港別貨物取扱量順位 ■千葉県内の高規格道路ネットワーク
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（２）まちづくりの支援
●成田空港「エアポートシティ」構想では、５つのエリアが連動して世界をリードする空港都市圏を形成すると
されており、構想のコアとなるエアポートエリアに成田空港周辺IC（仮称）が整備されることで、広域的な
交流・連携機能が強化され、エリア内外の人・モノの流れが促進される。

●成田空港では新貨物地区、空港隣接地では国際航空物流拠点の開発を予定しており、ICの整備は、
物流施設の利便性が向上し、物流の円滑化が図られる。

●空港周辺地域では、住宅開発や産業用地整備などの地域づくりが進められており、ICの整備により、
広域的な交通の利便性が向上し、定住人口の増加や企業立地の促進・雇用創出により、地域の活性化が
図られる。

３．経済的・社会的効果
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■成田空港周辺の開発計画

成田空港

成田市

芝山町

成田IC

多古町

新空港IC

富里市

香取市51

296

大栄JCT

成田
JCT

296

圏
央
道

成田空港周辺IC （仮称）

圏央成田IC

多古IC

新貨物
地区

富里IC

国際航空物流拠点

■エアポートシティ構想（５つのエリア）

多古町喜多地区
（産業用地整備）

芝山町川津場地区
（住宅開発）

芝山町千代田
（住宅開発）

出典：成田空港「第2の開港」を起点とするアクションパッケージ 出典：国土地理院地図



（３）救急医療の支援
●成田空港周辺IC（仮称）の整備により、多古町間倉地先～成田赤十字病院間において、約３分の時間短縮
が見込まれることから、多量出血時の救命率が向上する。

●また、成田赤十字病院が受入困難の場合、次の搬送先候補として「東千葉メディカルセンター」が
挙げられ、搬送時間が約６分短縮することから、救急医療の支援が期待できる。

●一般道を通行しないため、搬送中の車両の揺れが軽減され、傷病者への負担軽減につながる。

３．経済的・社会的効果

8

26分

出典：「カーラーの曲線」一部改変（M.Cara:1981）
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23分

■（参考）カーラーの救命曲線による救命率
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の軽減、道路状況が良くなることから、搬送中

傷病者への負担軽減につながることが期待

される。 出典：R6.10 消防本部ヒアリング結果

搬送時間の短縮により多量出血時の救命率が向上
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山武成東IC

松尾横芝IC



（４）成田空港周辺道路の時間短縮と安全性向上
●成田空港周辺IC（仮称）の整備により、新貨物地区から圏央道へのアクセス時間が９分短縮されるなど、
走行時間の短縮が図られる。

●「成田空港の拡張事業」で、周辺道路の交通量や大型車の需要が増加するが、 ICの整備により、
県道横芝下総線への大型車混入率が約５％減少するなど、大型車の流入減少により、周辺道路の
騒音・振動や重大事故の発生減少、沿線の住環境と安全性の向上が図られる。

３．経済的・社会的効果
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■空港周辺道路の交通量・混雑度 ■新貨物地区から圏央道までの
時間短縮
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３．経済的・社会的効果（費用便益分析）

交通量の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

総便益（B）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

＝道路整備無の交通事故損失額－道路整備有の交通事故損失額
（without） （with）

＝道路整備無の走行時間の価値－道路整備有の走行時間の価値

（without） （with）

＝道路整備無の走行経費－道路整備有の走行経費

（without） （with）

整備無（without） 整備有（with）

（５）便益の算定方法

OO D D
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３．経済的・社会的効果（費用便益分析）

（６）費用便益算定結果

基準年：令和７年度

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。（維持管理費を除く）
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益

便益（Ｂ）

240億円2.6億円28億円210億円

基準年次 ：令和７年度

供用開始年次 ：令和１５年度

分析対象期間 ：供用後５０年

基礎データ ：平成２７年度

道路交通センサス

交通量の推計時点：令和２２年度

推計交通量 ：１０，４００（台／日）

◆計算条件

11

総費用維持管理費事業費

費用（Ｃ）

99億円21億円78億円

費用便益費
（Ｂ/Ｃ）

２．４



４．環境に与える影響

●本事業が環境に与える影響について検討した結果、いずれも影響はないものと判断できる。
事業の実施にあたっては、低騒音及び低振動の工法、建設機械の採用などを行っていく。
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基準評価結果項目

１時間値の１日平均値が0.04～0.06ｐｐｍまでのゾーン内又は
それ以下であること

基準の範囲内二酸化窒素

1時間値の1日平均値が0.10mg/m3以下であること基準の範囲内浮遊粒子状物質

幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準（昼間70デシ
ベル、夜間65デシベル）以下であること

基準の範囲内騒音

第１種区域の要請限度（昼間65デシベル、夜間60デシベル）
以下であること

基準の範囲内振動

重要な種等への影響が軽微、又はできる限り低減される影響なし動物

重要な種等への影響が軽微、又はできる限り低減される影響なし植物

地域を特徴づける生態系に係る影響が軽微、又はできる限り
低減される

影響なし生態系



５．総合的な評価

まとめ

〇事業の投資効果が認められる。

B／ C＝ ２．４
〇事業の実施により、圏央道へのアクセス向上や

国際競争力の強化、まちづくり・救急医療の支援等、

地域活性化の効果が期待できる。

事業着手が妥当

13
※圏央道への連結許可手続きを進めるとともに

国庫補助事業の採択に向け、調整を図る。


